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前田：本日はお忙しい中お集まりいただき

ましてありがとうございます。今回の座談会

のテーマは「電子情報時代の病院図書館員の

役割と専門性」と題して、２つの観点から論

議ができればと考えています。ひとつは病院

図書室を 取り巻く環境の変化、とりわけ

ニューメディアの登場にどう対応していくか

という点です。図書館員の扱う情報媒体が、

これまでの冊子体だけだった時代から、ＣＤ－

ＲＯＭやオンラインによるデータベース情報へ

と多様化し、扱う範囲が広くなったことや、

Ｅｎｄ－ｕｓｅｒＣｏｍｐｕｔｉｎｇの普及によって利用者が

情報に直接アクセスして必要な情報を入手す
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ることができるようようになってきたことか

ら、情報と利用者の仲介をする図書館の役割

や存在意義が改めて問われはじめてきていま

す。

これらの流れの中で、新しい時代の病院図

書館員の役割や専門性について考えてみたい

と思います。

もう１点は、これらの新たな役割や専門性

を担う図書館員を取り巻く環境、特に配置の

問題を取り上げてその必要性について話し

合ってみたいと思います。

●ニューメディアの長所と短所を理解して利

用者へ

前田：ここで取り上げるニューメディアは、

直接、図書館に影響を与えるだろうと思われ

るインターネットをはじめとする電子媒体に

限定したいと思いますが、これらの媒体と病

院図書室についてどのような印象やご意見を

お持ちでしょうか。

奥出：インターネットを中心に、ふたつほ
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ど私の経験した事例を紹介しながら考えてみ

たいと思います。

ひとつは先日利用者から「千葉市の組織図

を知りたい」という依頼を受けました。さっ

そく千葉市のホームページにアクセスをして

情報をさがしてみました。残念ながらそこか

らは求める情報を入手することはできません

でしたが、メールにその旨の質問を書いて送

信したところ、数時間後その回答があり利用

者に提供することができた事例です。

これは、直接、千葉市に電話をかけても得

られる情報でもありますが、こちらからお願

いをして情報をもらうという関係ではなく、

インターネットの情報を発信し共有するとい

うネットワークの特質を活かしたもので、私

たち図書館員にとって新しいレファレンス

ツールに十分になり得るのではないかと考え

ています。

もうひとつの事例は、「『Ｎａｔｕｒｅ』の最新

号に狂牛病についての最新情報の記事が掲載

されているということを新聞で読んだのだが、

その論文が読みたい」という依頼を受けまし

た。図書室にはその最新号がまだ到着してい

なかったため、『ＮａｔｕｒｅＪａｐａｎ』のホーム

ページにアクセスしてその情報を提供するこ

とができました。これまでなら、その号が図

書室に届くまで待つでもらわなければならな

かったことが、すぐに利用者の要求に応えら

れるという即時性が発揮された事例と言える

と思います。

木下：インターネットが情報を相互に発信

し共有するネットワークであることや、これ

までの冊子体に比べて即時性があることなど

の長所が紹介されましたが、図書館として取

り入れていく場合には、インターネットで得

られる情報には具体的にどんなものがあるか

を明らかにしなくてはなりませんね。

また、情報は迅速に提供できることが望ま

れますが、インターネットではスムーズに接

続できないときもありますね。

奥出：図書館としてインターネットを導入

する場合、情報が欲しい時にいつでもすぐに

入手できる環境であることが大切です。そう

いう面では、時間帯によってはアクセスする

のに時間がかかったりする場合もあり、すべ

てをインターネットを通したサービスに変換

するにはリスクが大きくてルーチンワークと

して成り立たないと思います。サーチェンジ

ンと呼ばれるホームページの検索にしてみて

も、必ずしも万能とはいえません。

前田：コスト面ではどうなのでしょうか。

インターネットに限らず冊子体から電子媒体

に移行していく中で、図書館全体の図書予算

というのは削減していくことになるのでしょ

うか。

木下：ＣＤ－ＲＯＭなどの電子媒体がすべて冊子

体にとってかわるものではなく、どちらも情

報入手のための手段として、購入する選択枝

が増えたということでしょうか。でも電子媒

体を購入するための予算が別途に確保できな

い場合、図書館全体の予算のなかで電子媒体

と冊子体の占める比率は変わるでしょうね。

流れとしては、電子化してメリットのある分

野の情報は今後どんどん電子化されるでしょ

うから。

河合：私たち図書館員は、その情報の性質

や利用者の要求も考慮しながら、冊子体がよ

いのかＣＤ－ＲＯＭ版を購入したらよいのか、中に

はどちらも購入しなければならないものもあ

るでしょうし、これまで以上に難しい選択を

しなければなりません。また予算の配分や、

所蔵スペースの問題など個々の図書室によっ

てこのあたりの考え方は異なってくることだ
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と思います。

前田：長所と短所をよく理解して提供して

いくことが求められているのでしょうね。そ

のことが私たちの新たな役割なのだと思いま

す。私も同感なんですが、それでは図書室

サービスがインターネットをはじめとする

ニューメディアを取り入れていくことで、図

書館はいったいどう変化していくでしょうか。

極端ですが、利用者が図書館に行かなくて

も画面上でニーズが完結するのであれば、図

書館はもういらないという意見もあるのです

河合：図書館がなくなってしまうという意

見があるということでしたが、それでは出版

社の存在はどう変わっていくのでしょうか。

なくなってしまうのでしょうか。医学の分野

においても、電子出版のような形態が今後、

増えてくることは十分に予想できますが、こ

れまでの冊子体の出版が全くなくなることは

ないのではないかと思います。実際にその情

報を、インターネットを通して得ようと思え

ば有料であることが多いでしょうし、もちろ

んお金を払っても得たい情報もあるでしょう

が、そういう情報ばかりとは限らないわけで

すから。図書室にその本があればおそらく利

用者は図書室を利用すると思います。

奥出：本が読みたい。現物が見たいという

要求が逆に増えて高まってくるのではないで

しょうか。電子化されることで、利用者は今

後、より多くの情報を検索することができる

環境になっていくわけで、これまで知らな

かった情報の存在を知るようになるわけです

からなおさらだと思います。

浜口：利用者は今後、電子媒体とこれまで

の冊子体の長所と短所を理解してうまく使い

分けをしていくようになると思います。電子

媒体からは得られない情報を冊子体に求める

だろうし、その逆もあると思います。情報の

性質によって使い分けるようになるのだと思

います。

必然的に図書館は利用者の多様化するニー

ズに対応する必要があるのではないでしょう
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：： ：： 襄宗四大五天位

か。

河合：今まで本でしか得られなかった もの

が、いろんな形態で入手できるようになって

きたということなんですね。

病院図書室というのは、最新の情報を常に

提供していかなければならないわけですから、

そういう意味では電子化された情報は、冊子

体に比べるとはるかに優れているわけで す。

その利点を活かせるものであれば積極的に取

り入れていくことは当然ではないでしょうか。

前田：つまり、長所と短所を理解すること

が大切で、 もともとの情報は変わらないんで

すね。情報の流通の形態が変わるだけで、情

報の媒体がこれまでは冊子体だけであったも

のが、電子媒体であるとか、インターネ ット

を通 して入手できるようになったかの違いだ

けなんです。

大きな流れとしては、電子化してメリット

がある分野の情報は今後どんどん電子化され

て い く と い うこ と はあ る と思 い ますが 、

ニ ューメディアの存在自身が、これまで の冊

子体を中心とした媒体から、すべてをとって

変わるものではないということを私たちは理

解しておく必要があると思います。

ということは、新しい媒体が増えたことで、

図書館はなくなるどころかいちだんと忙しく

なっていくということですね。これはたいへ

んですね。

●利用の変化と図書館業務の変化



病院図書室 Ｖｏｌ．１６Ｎｏ．４，１９９６

河合富士美氏

前田：それでは、これらの環境の変化を受

けて、予想される利用の変化と図書館業務の

変化についてご意見をお伺いしたいと思いま

す。

浜口：まだ導入している機関は多くありま

せんが、イントラネットが構築されている病

院では、図書室以外の部署から図書室にある

ＭＥＤＬＩＮＥなどのＣＤ－ＲＯＭ検索ができて、必要文

献の依頼もそのネットワークを通して図書室

に送られてくるそうです。

これまでの顔の見えるサービスとは異なり、

顔も名前も知らない職員からも突然依頼がき

て、ビックリしているということでした。直

接、図書室に行かなくても、イントラネット

で文献が依頼できるのは便利という利用者も

います。確かに、文献依頼という側面からの

み言えば、そのニーズは完結しており便利だ

とは思いますが、発展性がないように思いま

す。たとえば、図書室に来て何気なく「こう

いう検索をしたがうまくヒットしなかった」

とか言われると「ではこうしてみてはどうで

しょうか」という会話が成り立ち、利用者に

も違った側面が見えてくるかもしれない。つ

まり、図書室に来るということは、ある情報

を得るということ以外に何か付加価値がある

と思うんです。また、図書室とはそうあるべ

きだと、私は考えています。

いずれにしても、善し悪しは別にして、今

後はイントラネットなどを利用したサービス

が主流になってくるでしょうけれど。

その他にも、これまでだったら利用者が図
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書室にきて、新着の雑誌などを、時間をかけ

てブラウジングしているという光景は当たり

前だったのですが、最近は、求める文献のみ

を探して図書室を利用する人が多くなってき

ているとのことでした。利用者の利用方法も、

ニューメディアの普及によって少し変わって

くるのではないでしょうか。

木下：図書館員と利用者が実際にあって話

をするのは文献の複写料などの集金の時だけ

になりかねないですね（笑）。

前田：私もある図書館の方から、利用者の

中でも、インターネットを利用されているだ

ろうなと思われる方の利用が最近減ってきて

いるとお聞きしました。反対にまだこの方は、

利用されていないだろうなと思われる方は、

従来通りらしいのですが。ニューメディアを

上手に利用されている方は、図書館を使わな

くてもそこで情報に対するニーズが完結して

いるのだといえるのではないでしょうか。

そういう方々にも図書館を利用してもらう

ためには、私は図書館のレベルを今以上に上

げていく必要性があると思います。利用者が

得られるのと同じ情報を入手・提供している

ようでは、病院図書室の値打ちがなくなって

しまうわけですから、それ以上のサービスの

提供を目指していくことが大切です。バー

ジョンアップをはかっていく努力が必要だと

思います。

河合：あそこには本があってそれを貸し出

しているところだと思われてしまったらもう

それ以上は伸びないと思いますよ。

木下：情報を扱っている部署で、あそこに

いけば、必要とする情報についてのアプロー

チをうまくコーディネイトしてくれると思っ

てもらいたいですね。

情報源である図書・雑誌・ビデオ・ＣＤ－ＲＯＭ

などがあって、ない資料は他の図書館や機関

を通じて入手してくれるだけでなく、パソコ

ン通信やインターネットなどの膨大な情報源

にアクセスするときにも、その効果的な利用

を支援してくれるところ、としての役割が果

たせるといいですね。



前田：レファレンスでは、図書館員がイン

タビューをする中で、利用者が求める情報を

明確にしていったり、正確な情報へとアプ

ローチしていくわけですから、そのプロセス

はなんとかして確保することが大切だと思い

ます。利用方法は変わっても利用者との接点

は確保しなければならないと思っています。

浜口：それと同時に、私は利用者にもかし

こくなって欲しい。図書室というものは、部

屋（空間、スペース）・資料・専門的知識の

ある職員という３つのものが揃ってはじめて

機能を果たすものだと思います。言い換えれ

ば、その３つのものすべてを使ってこそ利用

者はうまく図書室を利用していると言えるの

ではないでしょうか。だから、どんどん我々

を利用して欲しい。そして、我々図書館員も

利用されるだけのものを持たないといけない。

ただ、今はニューメディアの波が押し寄せ

はじめている過渡期だと思いますので、私た

ち図書館長がそのあり方を模索しているよう

に、利用者も使い分けの模索をしているので

はないでしょうか。この波にひととおり洗わ

れて落ちつけば、うまく使い分けて図書室を

利用されるのではないかと、私は考えていま

す。

＜情報の発信＞

前田：これまでは、今後どのような変化が

予想されるかという点についてご意見をお聞

きしてきたのですが、もう少し踏み込んで新

しい時代の私たち図書館員の役割、専門性に

ついてもご意見をお伺いしたいと思います。

情報の発信という点ではどうでしょうか。

奥出：これまでは、病院誌の編集に携わっ

てきた図書館員は多いと思うのですが、それ

が印刷という形態ではなく、インターネット

という発信の形態をとっていいわけですよね。

また、ホームページだけではなく、メール

というのも実際便利なもので、郵便・電話・

ＦＡＸと同じように使いわけています。

ｍｅｄｌｉｂ－ｊといった医学図書館関係のメーリ

ングリストや、ｍｅｄｌｉｂ－１といったニュースグ
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ループなど、個人が情報の発信を簡単にでき

るようになってきたと思います。

前田：先ほど紹介されていた院内をコン

ピュータのネットワークで結んで、図書館に

ある ＭＥＤＬＩＮＥなどのＣＤ－ＲＯＭの検索が、図書館

以外の部署からでも検索できることもそのひ

とつの例でしょうし、身近なところで言えば、

これまで各図書館で発行している図書室だよ

りなどに掲載していた、新着図書案内やお知

らせを、院内外に向けて画面上で発信するこ

ともできますよね。

Ｏ－１５７の問題でもインターネット上で、最

新の情報が流れましたね。それらの情報を発

信したり、真っ先に取り入れたりすることも

今後、必要ではないかと思います。

浜口：これは図書館が発信するのか、病院

として発信するのかという違いはあると思い

ますが、そのことにかかわっていくことの必

要性は感じています。他部署との関係もある

と思いますので、病院によってかかわり方は

異なってくるでしょうが・・・。

１２９－

＜代行検索＞

前田：現在、図書館員が、文献検索業務と

して行っている代行検索ですが、今後、利用

者が直接検索できる環境が整えば、この業務

は消滅してしまうのでしょうか。

河合：今、病院にはどんな部署にもコン

ピュータの端末が設置されていますよね。業

務を行う上でも、どの職種も多かれ少なかれ

コンピュータを利用しています。これは情報
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の性格や、利用者にもよるとも思いますが、

利用者は医療従事者であるわけですから、コ

ンピュータに向かって業務をするよりも、臨

床の現場に出て行きたいという思いの方が強

いでしょうから、検索するためにわざわざ時

間をさいてまで、ルーチンの業務以外に全員

が全員コンピュータの画面に向かうでしょう

か。この検索は図書館に依頼しようという部

分も残ると思いますよ。

浜口：検索方法も、すべての方が完全にマ

スターされているわけではありませんから、

不十分な場合は、図書館員がサポートする必

要性はこれからも求められる役割だと思って

います。

河合：それにＣＤ－ＲＯＭの検索も、最新の年代

だけを検索しで なかった とあきらめてし

まわれる方もいますので、そのあたりは、図

書館員が、検索テクニックを駆使して提供し

てあげることも必要だと思います。

前田：当院では張り紙をしているんですよ。

「検索されて必要とする文献がヒットしない

場合は、どういう文献をお捜しだったか、ご

遠慮なく担当者までお申し出ください 一検

索用のコンピュータのソフトが未熟なため

ヒットしない場合があります（お時間をいた

だければお調べいたします）」と・・・。そ

の張り紙を見て、気軽に「００００がなかっ

たよ」と声をかけてくれる利用者も実際にい

て、そのフォローができています。

浜口：ないと言われた文献に限って本当に

ないものなんてないですよね。

木下：それに医師をはじめ医療従事者には、

なかなか見つからない文献を画面の前で検索

することに時間を使うより、実際の医療現場

で治療にあたってもらうことに時間を使って

もらいたいですね。図書館員が代行する方が

効率的な部分もあるでしょう。

前田：基本的には利用者自身が情報検索す

るにしても、まだまだ図書館員の技術サポー

トがいるということなのでしょうが、場合に

よっては代行検索も従来通り、図書館員に、

求められる役割であるのでしょうね。

＜情報の加工・評価・統合化＞

前田：これまで、私たちは情報をそのまま

利用者に提供するということで、基本的には

業務が完結していたわけですが、果たしてそ

れだけで良いのでしょうか。情報をより利用

者の求める形態にして提供する。あるいは、

利用者の行う加工、統合化の手助けをするこ

とも今後の業務の中に組み込む必要性がある

ようにも感じています。ご意見をお伺いした

いのですが。

浜口：利用者の中には、得た情報を自分た

ちの求める形態に加工する手段とか、そうい

う環境が身近にない方もいるわけですから、

そういう方には、コンピュータなどの環境を

提供して、指導していくことも考えていかな

ければならないでしょうね。

奥出：それと同時に、得た情報の評価も必

要かもしれません。検索結果の評価もそうで

しょうが、雑誌の評価とか、コンピュータの

ソフトの評価とか、インターネットのホーム

ページの評価などをしていく必要があるかも

しれません。利用者も図書館員にこういった

ことを期待しているのではないでしょうか。

＜教育的側面＞

前田：当院でも、医学中央雑誌のＣＤ－ＲＯＭを

導入したとき、医師以外の職種の方の利用拡

大につながると考えていたのですが、思うよ

うには広がりませんでした。しかし、一度利

用された方は、その後も引き続き利用してい
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ます。そこでなんらかの利用指導のようなも

のが必要ではないかと考えているのですがど

う思われますか。

奥出：病院の隣に付属看護学校があるんで

すが、そこのカリキュラムに文献の探し方と

いう項目を入れてもらっています。もちろん

冊子体の『最新看護索引』なども使ってもら

うのですが、医学中央雑誌のＣＤ－ＲＯＭも実際に

全員にさわってもらうんです。それをするこ

とによって、必ず図書館や資料の利用につな

がってくるのですね。最近の若い看護婦さん

などは、コンピュータに対するアレルギーが

ないから欲しい文献がすぐに見つかれば、冊

子体よりは魅力を感じるみたいですよ。

＜灰色文献の入手＞

前田：灰色文献の入手ということも、今後

その必要性が増してくるのではないかと考え

ています。利用者自身が直接にデータベース

にアクセスをして情報を入手するようになっ

てくると、情報に対する要求というのは必然

的に高くなってくるわけですから、電子化さ

れていない情報や、なかなか入手できない文

献については、図書館に向けられてくるので

はないでしょうか。

河合：これまででも、国立国会図書館に依

頼しても入手できないような情報も事実あり

ましたし、今後、そのような要求は出てくる

でしょうね。

奥出：反対に、これまで灰色文献であった

ものが、電子化されるということも起こって

いますから、入手は簡単になるかもしれませ

んよ。しかし、いつの時代もその谷間になる

情報はありますから、それらの入手に私たち

の役割はあると思います。

前田：利用者自身も最後の最後に図書館に

やってくることになるのですから、その情報

を入手するのはかなり難しいものになるで

しょうね。

そのためにも今、病院図書室や医学図書館

のネットワークがありますが、これにとどま

らない館種を超えたネットワークを今後、確
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立していくことも考えていかなければならな

いのではないかと感じています。

木下：そうですね。臨床医学の分野だけで

なく，関連分野の情報要求も高くなっていま

すから，これらの情報もインターネットなど

のコンピュータネットワークを利用して容易

に人手・提供できるようになるとよいですね。

＜従来の図書館業務との関係＞

前田：これまでニューメディア時代の病院

図書館員の役割をいくっか挙げてみたのです

が、従来の図書館業務との関係ではどうで

しょうか。

奥出：私たちは利用者を中心に業務を考え

ていくわけですから、レファレンスなどの直

接、利用者に情報を提供するサービスに当然

のこととして時間を取られることになります

よね。

前田：必然的に受入れなどの整理業務は合

理化していくべきですし、コンピュータなど

の導入でそうなってきていますよね。

奥出：本来の単行書の整理であるとか、雑

誌の整理ができなくなってしまうことがあっ

て、そのジレンマみたいなものは確かにあり

ますね。書架の本がバラバラになっていたり、

雑誌架をあけたら雑誌が落ちてきたり（笑）、

そんなことはないようにしなければいけない

ですね。しかし、どうしてもこの業務が後ま

わしになってしまう。

木下：この間、「図書室ってパソコンだら

けですね」という看護婦さんがいてハツとし

ました。利用者も、パソコンを通しての最新

の情報ばかりを求める人ばかりではなく、こ

れまで通り整理された書架から情報を得る人

もいるわけですから注意しなければなりませ

んね。

河合：それに病院の中に、勉強や研究に専

念できる場所というのは、現在もそして将来

も必要だと思います。自分の部屋があって、

そこでできる人はいいですが、病院職員の多

くはそういう環境にはないわけですから、そ

ういう役割はこれからも図書館が果たしてい
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く必要があると思います。いずれにせよこれ

から１０年くらいが大きな変換期であると思い

ます。ＣＤ－ＲＯＭによる検索は病院図書室にすで

に定着してきていますが、その次の段階に

入っているのでしょうね。

前田：従来の図書館のあり方も温存しなが

ら新しい環境に適応していくのはなかなかた

いへんなことなのですが、どれひとつとって

も欠かすことのできない課題だと思いますの

で、頑張っていかなければならないと思いま

す。

木下：これらのサービスは病院側の納得も

得ながら進めていくことが大切でしょう。図

書館員の個人的なサービスとして業務を広げ

ていくと、あとで手がまわらなくなってしま

う恐れもあります。これらが図書館の仕事な

んだということをアピールして、院内のコン

センサスを得る必要がありますね。

●図書館員を取り巻く環境

新しい役割と専門性を発揮するために

前田。：それでは果たして、これらの業務を

支えるべきマンパワーが十分に確保できてい

るかという点について話を進めたいと思いま

す。病院図書室研究会や近畿病院図書室協議

会が調査している統計があると思いますので

それぞれ紹介していただけませんか。

木下：近畿病院図書室協議会の一番新しい

データ（『近畿病院図書室協議会年次統計調

査報告書平成７年度』）では、担当者は平均

１．４名。 専任がいるところは５４パーセントと

全体の半分ですが、病歴などとの兼務で複数

の担当者が配置されている施設があります。

進んだところでは、複数の専任者がいる図書

館もあります。

奥出：病院図書室研究会でも、今年調査し

た結果があるのですが、担当者が平均で１．６

人でした。ひとりという施設が６７施設で、ふ

たりというところが３３施設ありました。回答

数は１１０施設です。また、専任が６０．７パーセ

ントとなっています。（ほすぴらるらいぶら

りあん １９９６．２１（４）：１７９－１９１病院図書室研究

会第２回統計調査報告書平成７年度）

浜口：兼任というところもかなりあるよう

で、この状況では、先ほどいわれた役割を受

けて立つ状況にはないといわざるを得ないで

すね。

木下：ここに資料を持ってきたのですが、

例えば大学図書館で図書館員ひとりがフォ

ローする学生数は、公立の大学図書館で約１

４０人、国立大学で 約１５０人。私立大学で約２

５５人ということです。

ほとんどの病院図書室では全職員が利用対

象者となりますが、担当者ひとりで一体何人

をフォローしていることになるのでしょうか。

浜口：医療法では確かに図書室を設置しな

いといけないという項目はありますが、内容

に関しては何も触れられていないのが事実で

すからね。

河合：私たち自身も考え方を改める必要が

あるのではないかと思っています。広辞苑に、

図書館と図書室についてどう書かれているか

ご存じですか。図書室は「図書を納めている

部屋」としか書かれていませんが、図書館は

「図書、記録、その他の資料を収集保管し、

必要とする人に提供する施設」とあります。

だから私たちは図書室であってはならないの

です。内容が図書館であるわけですから。図

書館の大きいものと小さいものの違いではな

いんです。こうしたことを踏まえた上で多く

の人に理解してもらうことが必要でしょう。

木下：最近の大学図書館の傾向のように、

情報センターとかメディアセンターという名

前も考えられるのではないでしょうか。名称

は大切ですよ。利用者も名前から、その機能

や担当者の役割をイメージするわけですから

前田：そういうこだわりというのは、特に

今、大切なんでしょうね。

河合：そうですよ。今、医療機能評価など

により「医療の質」が重要視されてきている

わけですから、図書館を、単に非採算部門と

いうとらえ方ではなく、医療従事者の生涯教
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育施設であるという認識をもって もらうよう

にアピールしていかなければならないと思い

ます。医療機能評価の項目には、結構、図書

館に関す る項目があり ますので 、私た ちも

もっと自信を もっていいと思います。

奥出：病院というところは、人の命をまか

されてい るところな んで すからなおさ らで

しょうね。病院図書室はその中で も要ですよ

ね。そのあたりを院内外にアピールすること

も、これからの私たちの大きな役割でもある

と思いますね。近畿病院図書室協議会も最近

ホームページを開設したとうかがい昨日アク

セ スしてみました。病院図書室研究会で も２

月に立ち上げ、アップ デートしています。

（病院図書室研究会：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｅｋｋｏａｍｅ．

０ｒ．ｊｐ／～ｓａｔｏｕ／ｊｈｌａ．ｈｔｍｌ）

（近畿病院図書室協議会：ｈｔｔｐ：／／ｗｅｂ．ｋｙｏｔ

０－ｉｎｅｔ．０ｒ．ｊｐ／ｐｅｏｐｌｅ／ｃｏｄａｎａｃａ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

浜口：病院内でも、図書館には司書という

専門職員がいるんだという認識を広げていく

こと ももちろん必要ですが、それを病院内に

とどめないで広く社会にも認めて もらえるよ

うな働きかけも同時に必要だと思います。

前田：息が長い働きかけが必要でしょうね。

身近な利用者にもわかって もらうのと同時に

社会的にも認められるような働きかけが必要

なんだと思います。

浜口：これだけ医療が進んできているわけ

ですから、今頑張っている病院図書室の司書

を “医学司書”という新しいカテ ゴリーを

作って位置付ける必要があるように感じます。

という より、そういう医学司書のための教育

システムを作らないと、なかなか業務を実践

することが難しいと思います。公共図書館の

司書というのは、昔から伝わってきた技術を

今で も活かせると思うんですが、私たちの場

合は、それらの業務、技術を更に新しく作り

なおしていかなければならないと思うんです。

厚生省にも、これらのことをよく知って も

らって力を貸して もらわないと私たちだけで

は限界にきていると感じています。認定制度

など もいろんな団体の協力 も得ながらやって
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いけば、病院図書室の存在もクローズアップ

されるでしょうし、専門職がいるという認識

も広がってくると思います。

前田：今、私たちは業務にかなりの質と量

を求められていて、たいへんな状況ではあり

ますが、視点をかえれば、私たちの職種を理

解してもらう上で逆にチャンスなのかもしれ

ませんね。

浜口：それと社会的に働きかけしていくこ

とはもちろん大切ですが、同時に私たちの

ネットワーク内でも、啓蒙というか働きかけ

が必要です。

前田：図書館の関係者にも私たちの役割を

理解してもらうことも大切でしょうね。学校

司書の方々もその頑張りが図書館全体にも理

解されているように、私たちも頑張っていく

必要がありますね。

浜口：振り返ってみると、これまで私たち

は外へ向けての働きかけというのを、あまり

してきませんでした。身近な業務をこなすの

が精一杯の状態でしたから。余裕がなかった

というのが率直なところだと思います。

木下：図書館がその機能を果たすには、適

正な人員配置と担当者の継続教育が必要であ

ることをアピールしたり、改善を求めるよう

関係機関に働きかけるには、より大きな力が

必要ですね。病院図書室研究会や近畿病院図

書室協議会などのネットワークが共同で、問

題解決のための具体策などを検討していける

とよいですね。

前田：以前、製薬会社の文献サービスの自

粛ということがあったとき、病院図書室に大

量に文献依頼が流れてきましたよね。その時

はたいへんでしたが、今からみれば、それだ

け病院図書室が注目されたわけですから、今、

ニューメディアで新たな注目が集まることは、

とても良いチャンスであるのだととらえてい

くことが大切ですね。

私たちはＰＲが下手ですけどそれをまず克

服していくことがカギではないかと思ってい

ます。
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前田：今回の座談会では、本当にいろんな

論議ができたのではないかなと思っています。

今後、これをひとつのきっかけとして、話が

発展していって、議論が深まればいいなと

思っています。最後に、一言ずつお願いいた

します。

奥出：病院図書室なんて誰でもできるんだ

ではなくて、お風呂屋さんにはお風呂屋さん

学があるように、図書館には図書館学がある。

そして司書学があるんだ。これは私の友人の

言葉なんですが、とても印象に残っているの

でこれを最後の一言にしたいと思います。

河合：図書館に新しいパソコンが入ると大

変で、悪戦苦闘してここまでやってきました。

それでも５年前に比べると大きく変わったな

あと感じてい。ます。大変だなあと思う人もい

ると思いますが、そのうちにパソコンの方が

進化してくれる（笑）。わたしはこれからも

そんな楽観論者で頑張っていきたいと思って

います。

浜口：図書館員というものは、世の中の動

きにいつも敏感であること、そして波に乗り

遅れないように努力することが重要であると

思います。インターネットはその１例です。

私はまだしたことがありませんが、その必要

性を痛烈に感じています。勉強のために自己
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投資をして、自分を磨いていかなければと今

日改めて思いました。

木下：病院の管理者が、医学情報や患者情

報あるいは地域の医療情報など、いろいろな

情報を管理して活用できるように支援する部

署を重要と認めたとき、情報をあつかう部署

の院内での位置づけが明確となり、管理責任

者や適正数の担当者が配置されるのではない

でしょうか。そのとき、司書にはどのような

役割が期待されるのでしょう。情報の収集・

管理・提供だけでなく加工・発信も含めた情

報に関する部分で貢献できるよう、ウオーミ

ングアップしておきたいと思います。

前田：以前、「図書館の人というのは、私

か臨床をおこなう上での本当に心強いパート

ナーですね」と、言っていただいたことがあ

ります。この言葉は今でも心に残っています。

図書館員というのは、情報を利用者が求め

る上でのコーディネーターなんだなと感じて

います。そこにこそ私たちの求める専門性が

あるのだと感じています。これからもそんな

図書館員でありたいし、頑張っていきたいと

思っています。

前田：本日はどうもありがとうございまし

た。

（於：京都南病院）




